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Abstract

【Objectives】The aim of the study is to clarify the content of lecture preparation provided by the nursing diploma program 

teachers, who teach in areas different from their specialties or clinical experiences, and consider factors essential for lecture 

preparation through investigation.

【Method】Data were collected from ��� teachers and lecturers of the nursing diploma program through a questionnaire 

survey asking whether they held lectures, and if so, what the contents of lecture preparation were.

【Results】�0 categories were formed from the contents of lecture preparation by the teachers, who teach in areas different 

from their specialties or clinical experiences. The categories were “self-learning of lecture contents”, “participation in 

workshops and academic meetings related to lecture contents and teaching methods”, “examination of audio-visual aids and 

materials to be used for lectures”, among others.

【Conclusion】 We found that the �0 categories, which represent the contents of lecture preparation, contain five essential 

elements such as the understanding of lecture contents and teaching methods, collection of events and facts related to specific 

laws and concepts to teach in lectures, and the creation of syllabuses based on the understanding of curriculums and 

educational goals.

要　　旨

【目　的】臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容を明らかにし，考察を
通して講義準備に必要不可欠な要素を検討する．

【方　法】看護専門学校教員���名を対象に，講義担当の有無と講義準備の内容を問う質問紙を用いてデータ収集
を行った．

【結　果】臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容として，「講義内容の
理解に必要な学習」「講義内容・教育方法に関わる学会や研修会の参加」「講義に使用する資料と視聴覚教材の検
討」など�0カテゴリが形成された．

【結　論】講義準備の内容を表す�0カテゴリには，《講義内容・教育方法に対する理解》《講義内容となる概念や法
則に関する具体的な事実や事象の収集》《教育目標とカリキュラムの理解に基づくシラバスの作成》など５つの
必要不可欠な要素があることを示した．
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Ⅰ．緒　　言

　現在，我が国における看護師養成教育機関の約�0％を
看護専門学校が占めている１）．また，平成��年，看護師
養成所の専任教員の資格要件に，保健師，助産師，看護
師として，一つの専門領域に３年以上従事した者という
内容が加わった２）．これは，看護専門学校教員が，担当
領域に関して専門的な能力を求められていることを示し
ている．
　教員の専門領域に関する調査研究３）の結果は，対象
となった看護専門学校教員の約�0％が臨床経験と専門性
の異なる領域の授業を担当している現状を明らかにして
いた．また，教員が直面する問題に関する研究４）は，
教員が担当領域の変更による専門性の確立や臨床経験と
異なる領域の授業展開に困難をきたしている状況を明ら
かにしていた．これらは，多くの看護専門学校教員が臨
床経験と専門性の異なる領域の授業を担当しており，授
業内容の組み立てがうまくいかない，自信がない等５）

その展開に難渋している状況を示す．臨床経験と専門性
の異なる領域の授業を担当している看護専門学校教員が
授業展開に対して困難な状況にあるということは，質の
高い授業を学生へ提供できていない可能性がある．学生
へ質の高い授業を提供するためには，授業展開について
検討する前に，まず授業を準備する初期の段階からの改
善が必要と考える．
　授業形態には，講義，演習，実習がある．学生にとっ
て，講義を通して得た知識は，その後の演習・実習の基
盤となり，講義の質がその後の学習に多大な影響を及ぼ
す．また，講義６）には，事前に教材を構成でき，教育
目標の達成に必要な内容を前もって計画できるなどの長
所がある．一方，学習者の個人差に応じた教育が困難で
あり，教員の知識や技能によって学習効果が大きく左右
されるなどの短所がある．これらは，教員が講義内容に
関わる知識の獲得，講義の展開に関わる技能の向上が質
の高い講義に不可欠であることを示す．
　国内外の文献検討の結果，看護専門学校教員の講義に
関して，講義内容・教育方法の実態７），講義中の教授活
動８），講義に対する学生の評価と満足度９）等の研究が行
われていることを確認した．また，講義準備の実態やそ
の効果を明らかにした研究が複数存在することを確認し
た．しかし，それらは，特定の教育内容�0）や教育方法
��）に焦点を当てており，看護専門学校教員の講義準備
の内容を明らかにした研究ではなかった．また，臨床経
験と専門性の異なる領域の講義を準備するために看護専
門学校教員が活用可能な研究成果は産出されていなかっ
た．

　以上を前提とし，本研究は，臨床経験と専門性の異な
る領域の講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容
を明らかにし，講義に必要な準備とは何かという視点に
よる考察を通して講義準備に必要不可欠な要素を検討
し，効果的な講義準備に向けた示唆を得ることを目指
す．この研究の成果は，臨床経験と専門性の異なる領域
の講義を担当する看護専門学校教員が，自己の講義準備
の状況を客観的に理解し，効果的な講義準備を行うこと
ができる，ひいては質の高い授業の提供に貢献する．

Ⅱ．研究目的

　臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門
学校教員の講義準備の内容を明らかにし，講義に必要な
準備とは何かという視点による考察を通して講義準備に
必要不可欠な要素を検討し，効果的な講義準備に向けた
示唆を得る．

Ⅲ．用語の定義

１．看護専門学校（diploma program in nursing）
　学校教育法の第��6条には，「専門課程を置く専修学校
は専門学校と称することができる」��）と規定されてい
る．本研究においては，看護師養成を目的とする３年課
程，２年課程，２年課程（通信制）を置く専修学校を看
護専門学校とする．

２．教員（nursing teachers diploma program in nursing）
　教員とは，学生の目標達成を目指し，教授活動を展開
する教授主体である．本研究において教員とは，看護専
門学校に所属し，看護学の講義を通して，教授活動を展
開する者である��）．

Ⅳ．研究方法

１．研究対象者
　教員の専門領域に関する調査研究３）の結果より，臨
床経験と専門性の異なる領域の授業を担当している教員
は専門学校に多く存在した．そこで，便宜的に抽出した
看護専門学校��校の教員���名と無作為に抽出した看護
専門学校��校の教員���名，合計���校の教員���名から
研究参加の承諾を得て，本研究の対象とした．

２．測定用具
　本研究に用いた質問紙の前半部分は，臨床経験と専門
性の異なる領域の講義科目担当の有無を問う選択回答式
質問，「担当している」と回答した対象者の講義科目の



看護専門学校教員の講義準備に関する研究　��

領域を問う選択回答式質問から成る．また，「担当して
いる」と回答した領域の講義の講義準備の内容を問う自
由回答式質問は，「講義をするための準備として行って
いることをできるだけ具体的にお書きください」とし，
実施している内容を具体的に記述する文章から成る．
　さらに，質問紙の後半部分は，対象者の特性を表す看
護専門学校の所在地，看護専門学校の種類，職位，卒業
した看護基礎教育課程，最終学歴，性別を問う選択回答
式質問と，教員経験年数，臨床経験年数，年齢を問う実
数記入式質問から成る．
　質問紙の内容的妥当性は，専門家会議とパイロットス
タディにより確保した．

３．データ収集
　知人・友人から紹介を受けた看護専門学校の教育管理
責任者に研究協力を依頼し，承諾を受けた．その後，学
校を訪問し対象となる教員に質問紙を直接手渡す方法と
教育管理責任者を通じて対象となる教員へ質問紙を郵送
する方法を並行して実施した．しかし，ネットワークサ
ンプリングによる対象者の探索には限界があった．そこ
で，追加データを収集するために，層化無作為法により
抽出した看護専門学校に研究協力を依頼し，質問紙を送
付した．なお，全ての教育管理責任者には研究の概要，
質問紙配布依頼状を送付し，対象となる教員には調査協
力依頼状，質問紙，返信用封筒を送付した．それぞれの
質問紙は郵送法により回収した．

４．調査期間
　データ収集期間は，�0��年５月�6日から�0��年８月�0
日であった．

５．データ分析
⑴　臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う教員の

準備内容を問う質問への回答の分析
　　本研究は，看護専門学校教員が自由に記述した講義

準備に関する実施内容をデータとする．そこで，デー
タ分析は，言語的コミュニケーションである記述デー
タを体系的に分析できる調査技法である内容分析を用
いた��）．また，記述内容を推論なく分析し，さらに，
分析方法の手順が具体的に示されているベレルソンの
方法論を参考にした看護教育学における内容分析の手
法��）を用い，次の６段階を経て分析した．

　　第１段階は，「研究のための問い」を「臨床経験と
専門性の異なる領域の講義を準備するために教員は何
をしているのか」と決定した．また，「問いに対する
回答文」を，「臨床経験と専門性の異なる領域の講義
を準備するために教員は（　　　）をしている」と決

定した．
　　第２段階は，各対象者の自由回答式質問に対する記

述全体を文脈単位とし，文脈単位を「研究のための問
い」の「臨床経験と専門性の異なる領域の講義を準備
するために教員は何をしているのか」に対する回答１
つのみを含むよう記録単位に分割した．

　　第３段階の基礎分析では，表現が完全に一致してい
る記録単位，表現が少し異なるが完全に意味が一致し
ている記録単位を分類・整理し，記録単位群を作成し，
命名した．

　　第４段階の本分析では，基礎分析により形成された
同一記録単位群個々を，その意味内容の類似性により
集約し，それらを表す的確な用語へ置き換え，カテゴ
リを形成した．

　　第５段階は，各カテゴリに包含された記録単位の出
現頻度を数量化し，カテゴリごとに集計した．

　　第６段階は，カテゴリの信頼性を確保するために，
ベレルソンの方法論を参考にした看護教育学における
内容分析を用いた研究経験のある看護職者２名に依頼
し，カテゴリへの分類の一致率をスコットの式�6）に
基づき算出し，検討した．また，信頼性確保の判断基
準を�0％以上とした．

⑵　看護専門学校の教員特性を問う質問への回答の分析
　　看護専門学校の教員特性の分析には，統計ソフト

SPSS® ��.0 for Windows を用いて，記述統計量を計
算した．

６．倫理的配慮
　最初に，教育管理責任者へ，口頭や文書を通して，研
究の目的と意義，研究方法，倫理的配慮等の研究概要を
説明した．教育管理責任者からの往復はがきの返信によ
り研究協力への承諾が得られたとみなし，組織の自己決
定の権利を保障した．次に，教育管理責任者から所属す
る学校の教員に対して，研究者からの研究依頼の概要に
ついて説明を受けることに協力を求めた．その結果，研
究協力の承諾が得られた学校の教員へ，口頭や文書を通
して，研究の目的と意義，研究方法，倫理的配慮等の研
究概要を説明した．また，同封した返信用封筒を無記名
により個別に投函するよう依頼した．さらに，回答内容
を分析する際には，統計的処理およびデータのコード化
を行った．このような手続きにより，個人の匿名性と自
己決定の権利を保障した．
　なお，本研究は，群馬県立県民健康科学大学倫理委員
会の承認を得て実施した．
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Ⅴ．結　　果

１．有効回答数
　看護専門学校���校の教員���名に質問紙を配布した．
その結果，���名から回答があった．回収率は66.6％で
あった．回答者���名のうち�6名は，助産師養成教育に
携わる教員，准看護師養成教育に携わる教員であった．
これらは，本研究の要件を満たしていないため分析対象
から除外した．残る���名のうち，���名（��.�％）は臨
床経験と専門性の異なる領域の講義を「担当している」，
���名（��.�％）は「担当していない」と回答していた．
また，「担当している」と回答した���名のうち，���名

（��.�％）は，講義準備の内容を問う自由回答式質問に
回答していた．そこで，臨床経験と専門性の異なる領域
の講義を担当し，自由回答式質問に回答している看護専
門学校教員���名の回答を有効回答とし，これを分析し
た．

２．対象者の特性
　対象者���名の臨床経験と専門性の異なる担当講義科
目の領域数は，１領域��6名（��.0％），２領域���名

（��.6％），３領域以上��名（��.�％）であった．また，
その領域は多様であった．さらに，学校の所在地，学校
の種類，教員経験年数，臨床経験年数なども多様であっ
た（表１）．

３．臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専
門学校教員の講義準備の内容

　対象者���名の記述は，�,��6記録単位，���文脈単位
に分割できた．この�,��6記録単位数のうち，���記録単
位は，意味不明，抽象的な内容であり，講義準備の内容
を明確に回答していないため除外した．そこで，臨床経
験と専門性の異なる領域を担う教員の講義準備の内容を
表す明確な記述である�,�0�記録単位を分析対象とした．
�,�0�記録単位を分析した結果，臨床経験と専門性の異
なる領域を担う教員の講義準備の内容を表す�0カテゴリ
が形成された（表２）．
　以下，�0カテゴリのうち，記録単位数の多いものから
順に結果を論述する．なお，【　】内はカテゴリを表し，

〔　〕内は，各カテゴリを形成した記録単位数とそれが
記録単位総数に占める割合を示す．また，各カテゴリを
形成した記述の中の代表的な記述を用いて各カテゴリを
説明する．
【１．講義内容の理解に必要な学習】〔��6記録単位：
��.�％〕
　このカテゴリは，「自分が講義する上で必要となる図

書を読み，内容理解をする」「ペプロウ，トラベルビー，
看護理論の勉強」「老年期の倫理について学習」「在宅看
護で多い神経難病の理解」等の記述から形成された．
【２．講義内容・教育方法に関わる学会や研修会の参加】

〔���記録単位：��.6％〕
　このカテゴリは，「小児看護学では学会へ参加し，授
業へ反映させています」「講義内容の検討のため，研修
会に参加する」「教授方法についてのセミナーに参加す
る」「セミナーに参加し，講義方法を参考にしている」
等の記述から形成された．
【３．講義に使用する資料と視聴覚教材の検討】〔���記
録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「授業に使える資料を探す」「講義に
関する資料を収集する」「導入やイメージ化をはかるた
めの DVD 教材を探す」「教材の検討のため，担当講義
に関する教として出されている DVD を見る」等の記述
から形成された．
【４．講義内容に関連する最新情報の収集】〔��記録単
位：�.�％〕
　このカテゴリは，「看護雑誌で新しい情報を収集する」

「最新の看護に関連する情報は取り入れるように心がけ，
情報収集は必ず行っています」「最新の情報については
ほとんどインターネットで検索している」等の記述から
形成された．
【５．シラバスに基づく授業計画案の作成】〔��記録単位：
�.�％〕
　このカテゴリは，「シラバスから授業案を作成する」「教
育計画にそって，講義計画を作成する」「前任者のシラ
バスを参考に授業案を作成する」等の記述から形成され
た．
【６．臨床状況の理解を目的とした実地研修の実施】〔6�
記録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「現在の臨床での状況を知るために，
臨床に出かける」「老年を担当している．臨床研修とし
て実習病院の病棟で研修させてもらっている」「訪問看
護に同行し臨床現場を体験した」等の記述から形成され
た．
【７．授業計画案に基づく講義資料と視聴覚教材の作
成】〔6�記録単位：�.6％〕
　このカテゴリは，「本時の授業案に沿って資料を作成
する」「本時の授業案に沿ってパワーポイントを作成す
る」「臨床に協力を頂き，写真等を撮り，教材を作成した」
等の記述から形成された．
【８．文献や資料に基づく講義内容の検討】〔6�記録単
位：�.�％〕
　このカテゴリは，「文献をできるだけ多く集め講義内
容を検討した」「参考書を使い，内容の検討をする」「前
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表１　対象者の特性 ｎ＝351

各項目／人数／％

臨床経験と専門性の異なる
担当講義科目の領域数

１領域 ��6名 （��.0％） ３領域以上 ��名 （��.�％）

２領域 ���名 （��.6％）

臨床経験と専門性の異なる
担当講義科目の領域（重複
回答）

基礎看護学 �66名 （��.0％） 母性看護学 ��名 （�.�％）

成人看護学 �0名 （��.0％） 精神看護学 6�名 （��.�％）

老年看護学 �0名 （�.�％） 在宅看護論 ��名 （��.�％）

小児看護学 ��名 （�.6％） その他 60名 （�0.�％）

看護専門学校の所在地

北海道 ��名 （�.�％） 近畿 ��名 （��.�％）

東京 ��名 （6.6％） 中国・四国 ��名 （��.�％）

関東・甲信越 ���名 （��.�％） 九州・沖縄 �0名 （��.�％）

東海・北陸 �6名 （�6.0％） 不明 �名 （0.�％）

看護専門学校の種類
３年課程 �6�名 （��.�％） ２年課程（通信制） �名 （�.6％）

２年課程 �0名 （��.�％） 不明 �名 （0.�％）

職位

学校長 �名 （0.6％） 専任教員 ��0名 （�6.�％）

副学校長 ��名 （�.0％） その他 �名 （�.6％）

教務主任 ��名 （��.�％） 不明 �名 （0.6％）

教員経験年数 平均年数 �0.�年 （SD6.�）

臨床経験年数 平均年数 ��.�年 （SD�.6）

卒業した看護基礎教育課程

大学 ��名 （�.�％） 専門学校（２年） ��名 （�6.�％）

短期大学（３年） ��名 （�.�％） 高等学校５年一貫 �名 （0.�％）

短期大学（２年） �名 （�.�％） その他 �名 （0.�％）

専門学校（３年） ���名 （6�.�％）

最終学歴

大学院（博士） �名 （0.�％） 高等学校 ���名 （�0.�％）

大学院（修士） ��名 （�.�％） その他 �名 （�.�％）

大学 ���名 （��.0％） 不明 �名 （�.�％）

短期大学 ��名 （�.�％）

年齢 平均年齢 �6.�歳 （SD�.�）

性別 女性 ���名 （�6.0％） 男性 ��名 （�.0％）
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回に担当した教員の講義内容を確認し授業内容を検討」
等の記述から形成された．
【９．人的資源と物的資源を活用し不明な事柄を調べ
る】〔��記録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「不明な点は先輩教員に質問し理解
するようにしました」「臨床の師長にわからないことを
聞く」「わからないところはインターネットで調べる」
等の記述から形成された．
【�0．授業計画案の作成に向けた上司や同僚への支援要
請】〔��記録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「授業計画を立て上司の先生に意見

を求める」「授業案作成の途中で，他の教員にも助言を
もらう」「上司に授業内容について指導をいただく」等
の記述から形成された．
【��．講義科目や教育方法に関連する文献の検索と収
集】〔��記録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「関連する分野の文献検索」「教授方
法に関する文献検索」「講義の主題に関連する文献をま
ず集める」等の記述から形成された．
【��．講義内容に関連する国家試験出題基準の確認】〔�0
記録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「教育内容を精選するために国家試

表２　カテゴリと記録単位数

カテゴリ名 記録単位数
１．講義内容の理解に必要な学習 ��6（��.�％）
２．講義内容・教育方法に関わる学会や研修会の参加 ���（��.6％）
３．講義に使用する資料と視聴覚教材の検討 ���（�.�％）
４．講義内容に関連する最新情報の収集 ��（�.�％）
５．シラバスに基づく授業計画案の作成 ��（�.�％）
６．臨床状況の理解を目的とした実地研修の実施 6�（�.�％）
７．授業計画案に基づく講義資料と視聴覚教材の作成 6�（�.6％）
８．文献や資料に基づく講義内容の検討 6�（�.�％）
９．人的資源と物的資源を活用し不明な事柄を調べる ��（�.�％）
�0．授業計画案の作成に向けた上司や同僚への支援要請 ��（�.�％）
��．講義科目や教育方法に関連する文献の検索と収集 ��（�.�％）
��．講義内容に関連する国家試験出題基準の確認 �0（�.�％）
��．看護の実際に関する看護職者からの情報収集 ��（�.6％）
��．講義に使用する資料や教具の準備 ��（�.�％）
��．学生の理解に役立つ具体例や事例の検討 �0（�.�％）
�6．講義内容の精選 ��（�.0％）
��．カリキュラムにおける講義科目の位置づけの確認 ��（0.�％）
��．シラバスの作成 �（0.6％）
��．看護の対象となる人々や他職種と接し話を聞く �（0.6％）
�0．学生のレディネスや学習ニードの把握 �（0.6％）
��．講義内容の順序性と時間配分の検討 �（0.6％）
��．授業展開方法の検討 6（0.�％）
��．評価結果に基づく授業計画案の検討 6（0.�％）
��．関連科目の講義の聴講 6（0.�％）
��．事前事後の学習課題の作成 �（0.�％）
�6．参考図書の選定 �（0.�％）
��．講義に向けた予行演習の実施 �（0.�％）
��．授業目標の設定 �（0.�％）
��．評価計画の作成 �（0.�％）
�0．講義前の授業計画案の再確認 �（0.�％）

記録単位総数 �,�0�（�00％）
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験出題基準を参照する」「国家試験出題基準の確認」「在
宅看護論の国家試験問題の内容の確認」等の記述から形
成された．
【��．看護の実際に関する看護職者からの情報収集】〔��
記録単位：�.6％〕
　このカテゴリは，「臨床での実際について，病棟の師
長・スタッフより情報を得る」「災害看護に実際関わっ
た看護師に体験談を聞く」「現役で働いている看護師に
最新の情報を聞く」等の記述から形成された．
【��．講義に使用する資料や教具の準備】〔��記録単位：
�.�％〕
　このカテゴリは，「授業内容に関係する資料準備」「実
際の場面をイメージできる様な模型を準備する」「自分
が講義する上で必要となる資料を準備する」等の記述か
ら形成された．
【��．学生の理解に役立つ具体例や事例の検討】〔�0記
録単位：�.�％〕
　このカテゴリは，「看護管理について学生が理解でき
るよう具体例を収集」「事例の検討」等の記述から形成
された．
【�6．講義内容の精選】〔��記録単位：�.0％〕
　このカテゴリは，「授業内容を精選している」「教育内
容の精選」等の記述から形成された．
【��．カリキュラムにおける講義科目の位置づけの確認】

〔��記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「カリキュラムの確認」「他の教科と
の関連性の確認」等の記述から形成された．
【��．シラバスの作成】〔９記録単位：0.6％〕
　このカテゴリは，「シラバスの作成」「シラバスは次年
度に向けて検討している」等の記述から形成された．
【��．看護の対象となる人々や他職種と接し話を聞く】

〔９記録単位：0.6％〕
　このカテゴリは，「難病の方の家族から話しをうかが
う」「他職種の人と話をする」等の記述から形成された．
【�0．学生のレディネスや学習ニードの把握】〔９記録
単位：0.6％〕
　このカテゴリは，「学生のレディネスの把握」「学生の
精神看護に対する認識，思い，学習したいことを聴く」
等の記述から形成された．
【��．講義内容の順序性と時間配分の検討】〔８記録単
位：0.6％〕
　このカテゴリは，「講義すべき内容をあらいだし，順
序性を検討する」「時間配分を行っています」等の記述
から形成された．
【��．授業展開方法の検討】〔６記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「授業展開の方法検討」「自分なりの
指導方法を考察する」等の記述から形成された．

【��．評価結果に基づく授業計画案の検討】〔６記録単
位：0.�％〕
　このカテゴリは，「前年度の授業評価を活用する」「宿
題の結果，間違いの多い部分を次の講義で説明するよう
に準備をしている」等の記述から形成された．
【��．関連科目の講義の聴講】〔６記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「関連授業の受講」「病理学の講義を
聴講させて頂きました」等の記述から形成された．
【��．事前事後の学習課題の作成】〔４記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「小児看護学の事前学習内容の作成」

「授業で学んでもらう部分の国試問題を探し，毎回宿題
として出すよう準備する」等の記述から形成された．
【�6．参考図書の選定】〔２記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「参考書の選定」「参考になりそうな
教科書を探す」という記述から形成された．
【��．講義に向けた予行演習の実施】〔２記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「講義までに最低１回はイメージト
レーニングを兼ねて，リハーサル的なことを必ず行って
から講義に臨んでいます」「前もってロールプレイを行
い，講義に臨む」という記述から形成された．
【��．授業目標の設定】〔１記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「授業目標の設定」という記述から
形成された．
【��．評価計画の作成】〔１記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「評価計画作成」という記述から形
成された．
【�0．講義前の授業計画案の再確認】〔１記録単位：0.�％〕
　このカテゴリは，「授業前日には再度，授業案を見直
し授業に臨む」という記述から形成された．

４．カテゴリの信頼性
　スコットの式に基づくカテゴリへの分類の一致率は，
��.�％，��.0％であり，形成された�0カテゴリが信頼性
を確保していることを示した．

Ⅵ．考　　察

１．臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専
門学校教員の講義準備

　本研究の結果は，臨床経験と専門性の異なる領域の講
義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容を表す�0カ
テゴリを明らかにした．本研究の目的は，臨床経験と専
門性の異なる領域の講義を担う看護専門学校教員の講義
準備の内容を明らかにし，講義に必要な準備とは何かと
いう視点による考察を通して講義準備に必要不可欠な要
素を検討し，効果的な講義準備に向けた示唆を得ること
である．そこで，本項においては，結果として明らかに
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なった講義準備の内容を文献と照合しながら考察する．
　第１に着目したカテゴリは，【１．講義内容の理解に
必要な学習】【４．講義内容に関連する最新情報の収集】
である．講義は，看護学教育における授業形態の１つで
あり，教員が教育目標の達成に必要な内容を前もって計画
し，口述によって知識を伝達できるという特徴を持つ��）．
授業は，教育内容の存在を前提としてのみ存在する��）．
また，授業の主たる目的は，科学，芸術，技術の基本を
学生が習得できるように教授することにある��）．そのた
め，教員は，教育内容を科学や学問の体系から選択する
という原則�0）に基づき，講義準備をする必要がある．
さらに，教育内容を科学，技術，文化の発展に基づき更
新することは，いつの時代にも求められる��）．これらは，
看護専門学校教員が，学習を通し，講義科目の基盤とな
る学問の理解に加え，看護学における担当科目の位置づ
け等を正確に理解する必要性を示す．
　これに関連して，【２．講義内容・教育方法に関わる
学会や研修会の参加】【��．講義科目や教育方法に関連
する文献の検索と収集】に着目した．【２】【��】の中に
ある教育方法は，教育内容と無関係には成立しない��）．
教えようとする教育内容により，とるべき教育方法は異
なる��）．そのため，教員には，教育内容の理解とともに
教育方法の理解が求められる．これらは，看護専門学校
教員が，学会や研修会の参加，文献検索等を通し，教育
内容と教育方法を学習している状況を示す．
　これに関連して【９．人的資源と物的資源を活用し不
明な事柄を調べる】【��．関連科目の講義の聴講】に着
目した．不明な事柄を調べたり，関連科目の講義を聴講
したりすることは，教員が講義科目に関わる教育内容や
教育方法を学習する機会となる．看護専門学校に所属す
る教員の職業経験に関する研究��）は，専門学校の教員
が，自己の教授活動の学的基盤の脆弱さを自覚し，多様
な方法を用いてそれを克服しているという経験をしてい
ることを明らかにした．これらは，看護専門学校教員が，
講義準備の一環として多様な方法を用いて学習している
状況を示す．
　以上，【１】【４】【２】【��】【９】【��】は，臨床経験
と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門学校教員の
講義準備の内容には，《講義内容・教育方法に対する理解》
という要素があることを示す．
　第２に着目したカテゴリは，【６．臨床状況の理解を
目的とした実地研修の実施】【��．看護の実際に関する
看護職者からの情報収集】【��．看護の対象となる人々
や他職種と接し話を聞く】である．教育内容は概念や法
則によって構成されており，概念や法則は具体的な事実
や事象を通してしか学習されない��）．これは，担当する
講義科目において学生が学習すべき概念や法則を理解す

ることに役立つ具体的な事実や事象を用いて教員が学生
に説明する必要性を示す．しかし，臨床経験と専門性の
異なる領域の講義を担う看護専門学校教員は，講義内容
に関わる臨床経験を持たないため，学生が学習すべき概
念や法則を理解することに役立つ具体的な事実や事象を
持ち合わせていない．【６】【��】【��】の中にある実地
研修や情報収集は，教員が自己に不足した臨床経験を補
う機会となると同時に講義科目に関わる具体的な事実や
事象を収集する機会となる．看護学の講義を展開する教
員の教授活動に関する研究�6）は，看護実践の基盤とな
る知識を学生に提供するために，教員が看護実践の目的
及び方法，看護師の役割，看護を受ける対象の状況を説
明したり，看護実践を演示したりしていることを明らか
にした．これらは，講義内容に関わる臨床経験を持たな
い看護専門学校教員が，実地研修を実施したり，看護職
者，他職種，看護の対象となる人々の話を聞いたりする
ことにより，講義内容となる概念や法則に関わる具体的
な事実や事象を収集する必要性を示す．
　以上，【６】【��】【��】は，臨床経験と専門性の異な
る領域の講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容
には，《講義内容となる概念や法則に関する具体的な事
実や事象の収集》という要素があることを示す．

　第３に着目したカテゴリは，【��．カリキュラムにお
ける講義科目の位置づけの確認】【��．シラバスの作成】
である．【��】の中にあるカリキュラム��）とは，教育目
標に即して学生の学習を指導するために，学校が文化遺
産の中から選択して計画的，組織的に編成して課する教
育内容の全体計画である．また，【��】の中にあるシラ
バス��）��）とは，カリキュラムにおいて扱われる教科の
目標，内容，指導計画，学生の学習方法，評価方法等を
記述し示したものである．シラバスは，教員が他の教科
との調整を図る手段ともなる�0）．これらは，カリキュラ
ムとシラバスが不可分な関係にあり，教員が所属する学
校の教育目標に基づく講義を展開するために，カリキュ
ラムにおける講義科目の位置づけを理解し，シラバスを
作成する必要性を示す．
　これに関連して【８．文献や資料に基づく講義内容の
検討】【��．講義内容に関連する国家試験出題基準の確
認】【��．事前事後の学習課題の作成】【��．評価計画の
作成】【�6．参考図書の選定】【��．授業目標の設定】に
着目した．【８】【��】の中にある講義内容，【��】の中
にある学習課題，【��】の中にある評価計画，【�6】の中
にある参考図書は，シラバスに包含される事項である．
また，【��】の中にある授業目標はシラバスに包含され
る教科の目標と連動している．どの教科にも，これだけ
は学生に修得させたい最低限度の知識がある��）．教員に
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とって，この知識と目標レベルを分析し，その相互関係
を明らかにすることは重要である．前者が講義内容の検
討，後者が教科の目標並びに授業目標の設定に該当す
る．看護専門学校は，看護師養成教育機関として，保健
師助産師看護師学校養成所指定規則��）に定められた以
上の教育内容を提供する義務がある．【��】の中にある
国家試験出題基準��）とは，保健師助産師看護師法第��
条に基づき，看護師として必要な知識及び技能を評価す
るための標準的な内容を具体的な項目によって示したも
のである．これらは，教員が文献や資料に加え国家試験
出題基準と照らし，学生に修得させたい最低限度の知識
の範囲を決定し，講義内容としてシラバスに明示するこ
とが，指定規則に沿ったカリキュラムであることの証と
なることを意味する．
　以上，【��】【��】【８】【��】【��】【��】【�6】【��】は，
臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門学
校教員の講義準備の内容には，《教育目標とカリキュラ
ムの理解に基づくシラバスの作成》という要素があるこ
とを示す．

　第４に着目したカテゴリは，【５．シラバスに基づく
授業計画案の作成】【�6．講義内容の精選】【��．講義内
容の順序性と時間配分の検討】【��．授業展開方法の検
討】【��．学生の理解に役立つ具体例や事例の検討】【３．
講義に使用する資料と視聴覚教材の検討】【７．授業計
画案に基づく講義資料と視聴覚教材の作成】である．

【５】【�6】【��】【��】【��】【３】【７】は，授業計画案
の作成に関わる内容である．教員が意図的，計画的，組
織的に授業を展開するためには，授業計画案の作成が不
可欠である��）．授業計画案��）は，教育内容，教育方法，
教材，教具，使用する機器，参考文献一覧などの要素を
含み，授業の導入，展開，終末などの流れの諸要素を授
業過程として構造化し，立体的に授業を計画することを
意味する．教員にとって，授業計画案の作成に必要な知
識・技術の獲得は必須である．
　これに関連して，【�0．学生のレディネスや学習ニー
ドの把握】に着目した．【�0】の中にあるレディネス��）

とは，学習の成立に必要な準備状態である．教員がレ
ディネスを把握する手段の１つとして，診断的評価があ
る．診断的評価�6）は，情報を集め，学習者の適性や準
備性を把握し，適切な授業計画案を作成する際に必要と
なる．一方，【�0】の中にある学習ニード��）は，学習者
の興味・関心を意味する．教員は，学生の興味・関心を
知ることにより，それを手がかりとして，動機づけを行
うことができる��）．また，レディネス，学習ニード等，
学生の実態を事前に把握し，それに基づく授業を計画，
実施することは，新しい学習に入る前に不足している前

提条件を補充することにつながる��）．
　これに関連して，【�0．授業計画案の作成に向けた上
司や同僚への支援要請】【��．評価結果に基づく授業計
画案の検討】に着目した．【�0】【��】は，授業計画案の
評価に関わる内容である．【�0】は，「上司に授業内容に
ついて相談」「授業案作成の途中で他の教員にも助言を
もらう」等の記録単位から形成されていた．同じ教科を
担当する教員が授業の準備段階で協議しあうことは，体
系的な構造をもった目標の設定に有用である�0）．また，
他の教科を担当する教員からの建設的な質問や意見は，
授業を提供する教員にとって新たな気づきとなる可能性
がある��）．一方，【��】は，「前年度の授業評価を活用す
る」「前年度授業案の検討」等の記録単位から形成され
ていた．授業評価��）とは，授業の改善を行うために，
教員，学生あるいは授業を参観した参観者が，授業のわ
かりやすさや学生の学習活動等の授業過程，授業を通し
てどのような力がついたか等の授業成果について評価す
ることである．また，授業計画案の検討は，授業改善の
方法を得ること，授業に関わる見識や技能を高めること
につながる��）．これらは，教員が学生や他の教員から受
けた評価結果を活用し授業計画案の作成と洗練を図る必
要性を示す．
　以上，【５】【�6】【��】【��】【��】【３】【７】【�0】【�0】

【��】は，臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う
看護専門学校教員の講義準備の内容には，《シラバスに
基づく授業計画案の作成と洗練》という要素があること
を示す．

　第５に着目したカテゴリは，【��．講義に向けた予行
演習の実施】【�0．講義前の授業計画案の再確認】【��．
講義に使用する資料や教具の準備】である．【��】【�0】

【��】は，講義の展開に関わる内容である．【��】は，「講
義までに最低１回はイメージトレーニングを兼ねてリ
ハーサル的なことを必ず行い，講義に臨んでいます」「前
もってロールプレイを行い，講義に臨む」といった記録
単位から形成されていた．授業のための予行演習には，
机上授業��）や模擬授業��）がある．机上授業において，
教員は，授業場面における学習者の反応予測やそれへの
対応，指導者の授業上の判断や意思決定などを模擬的に
机上シミュレーションとして行う�6）．一方，模擬授業に
おいて，教員は，実際の授業を想定した場で実践を模し
て行い，授業の組み立て方や指導法などを体験的に学び
検討する��）．模擬授業の過程は，①課題の認識，②事前
準備，③模擬授業の実践，④授業の把握と検討，⑤授業
構想練り直しから成る��）．模擬授業の予行演習を通し授
業計画案を練り直すことは，よりよい授業を展開するた
めに必要不可欠である．また，【�0】は，教員が，完成
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した授業計画案を再確認している状況を示す．さらに，
【��】の中にある資料や教具を効果的に使用することも
重要である．教具��）とは，目標達成のために用いられ
る各種の器物である．教具には，学生が学習内容や学習
活動に興味を持ったり，知識獲得，概念形成の場面にお
いて，学習内容を直観的にとらえたりする働きがある��）．
予行演習は，教員が，資料の質や量，配布方法と教具の
活用方法等を検討し，最終確認する機会ともなる��）．こ
れらは，教員が予行演習を通し講義の成立に必要な準備
状態を最終的に確認する必要性を示す．
　以上，【��】【�0】【��】は，臨床経験と専門性の異な
る領域の講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容
には，《予行演習による準備状態の最終確認》という要
素があることを示す．

２．臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専
門学校教員の効果的な講義準備に向けた示唆

　考察の結果，臨床経験と専門性の異なる領域の講義を
担う看護専門学校教員の�0カテゴリの講義準備の内容に
は，《講義内容・教育方法に対する理解》《講義内容とな
る概念や法則に関する具体的な事実や事象の収集》《教
育目標とカリキュラムの理解に基づくシラバスの作成》

《シラバスに基づく授業計画案の作成と洗練》《予行演習
による準備状態の最終確認》という５つ要素があること
を示した．また，これら５つの要素は，教育学関連の辞
典・事典類��）�0）��）を概観した結果，授業設計に必要不
可欠な内容であることを確認した．これにより，５つの
要素は，授業設計の一部である講義準備についても必要
不可欠な内容と言える．
　臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専門
学校教員は，講義準備をした後に，自己の講義準備が十
分か否かを５つの要素を用いて判断することができる．
例えば，臨床経験の不足だけによって講義準備を円滑に
行えない場合には，５つの要素の内，《講義内容となる
概念や法則に関する具体的な事実や事象の収集》を補う
ことにより効果的な講義準備を行うことが可能となる．
また，教員になるために必要な基礎知識をもたないまま
臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担うことになっ
た看護専門学校教員の場合は，残る４つの要素も不足し
ている可能性がある．この場合，５つの要素に基づき学
習や実践を累積し，不十分な部分を計画的に補う必要性
がある．
　教員が直面する問題に関する研究４）は，教員が臨床
経験と異なる領域の授業展開に困難をきたしている状況
を明らかにしていた．臨床経験と専門性の異なる領域の
講義を担う看護専門学校教員が授業展開について困難な
状況にあるのは，その前段階である講義準備にも関係が

あると考える．授業展開を円滑に行うためには，まず，
講義準備を円滑に行う必要がある．そのためには，講義
準備を行った後に，これら５つの要素を指標として活用
し，自己の講義準備の不十分な部分を明らかにする．次
に，その不十分な部分を改善することにより，効果的な
講義準備につながる．

Ⅶ．結　　論

１．本研究の結果は，臨床経験と専門性の異なる領域の
講義を担う看護専門学校教員の講義準備の内容を表す�0
カテゴリを形成した．
２．臨床経験と専門性の異なる領域の講義を担う看護専
門学校教員の講義準備の内容を表す�0カテゴリには，《講
義内容・教育方法に対する理解》《講義内容となる概念
や法則に関する具体的な事実や事象の収集》《教育目標
とカリキュラムの理解に基づくシラバスの作成》《シラ
バスに基づく授業計画案の作成と洗練》《予行演習によ
る準備状態の最終確認》の５つの講義準備に必要不可欠
な要素があった．
３．２に示した５つの要素は，看護専門学校教員が講義
準備をした後に，自己の準備状況を客観的に判断する指
標として活用可能である．また，５つの要素を活用して
講義準備をすることにより，効果的な講義準備につなが
るという示唆を得た．
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